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研究課題：高温・高圧分解（MMCS）有機物の農業資材特性解明とその活用 
    （MMCS有機物の特性解明とその農業利用の検討） 
担当部署：上川農試研究部 栽培環境科，株式会社西村組 
協力分担：なし 
予算区分：共同研究 
研究期間：2005～2007年度（平成17～19年度） 
----------------------------------------------------------------------------------- 
1 目的  
 MMCS 処理（約 200℃・ 20 気圧）に伴う各種有機物の特性変化を明らかにし，
農 業 利 用 可 能 な 素 材 の 探 索 と 評 価 を 行 い ， 新 た な 農 業 用 資 材 と し て の 展 望と
課題を示す．  

 
2 方法  
1） MMCS 有機物の特性解明： MMCS 処理前後での有機物の性状（物理・化学的）
変化と物質収支，土壌還元化作用，乾燥特性および臭気低減機能など．  

2）MMCS 籾殻の抑草効果の解析：コンテナおよび圃場試験により MMCS 籾殻施用
量と水田雑草抑草効果の関係解析および実用化に向けた展望と課題の整理．  

3） MMCS 魚液の肥料特性解析：MMCS 魚液の有機質液肥としての基本的な特性や
作物に対する肥効特性，実用化に向けた展望と課題の整理．  

 
3 結果の概要  
1）MMCS の爆砕効果により，有機物は極めて微細なレベルで破砕された．また，
加 圧 熱 水 の 加 水 分 解 作 用 に よ り ， 有 機 物 中 の 非 構 造 性 炭 水 化 物 は オ リ ゴ 糖に
（図 1），タンパク質の多くはペプチドにまで低分子化された（図 2）．なお，
MMCS 処理の前後で主要成分含量に大きな変化はなく，水蒸気排出に伴うわず
かなロスを除いて物質収支は保たれると考えられた．  

2）MMCS 籾殻を 1t/10a 施用することにより，水田の主要雑草であるノビエの発
生量は無施用区対比 20%以下に抑制されたが（図 3），その効果は草種により
違 っ た ． た だ し ， こ の よ う な 抑 草 効 果 と 同 時 に 水 稲 に 対 す る 生 育 抑 制 も 認め
られたが，N 増肥（側条施肥）などによりある程度の回避は可能である（表 1）．  

3） MMCS 籾殻による抑草効果の発現機作は，高 EC による雑草種子の発芽抑制，
土 壌 表 面 に 生 成 す る 黒 色 物 質 層 に よ る 遮 光 ， 急 激 な 土 壌 還 元 の 進 行 に よ る生
育阻害などの複合作用と推察された．  

4） MMCS 魚液の全 N 含量は 1.75％， C/N 比は 4.5 で， N 以外の肥料成分含量は
低く肥効は期待できない（表 2）．重金属含量は低く特に問題はなかった．ま
た， MMCS 魚液は他の有機質肥料より低温でも培養初期の N 無機化率が高かっ
た．   

5）ホウレンソウを用いたポット試験において，MMCS 魚液の基肥 N 施肥効率は，
他の有機質肥料に比較して高く化学肥料に近い値であった（図 4）．追肥に用
い た 場 合 の 施 肥 効 率 は さ ら に 高 く ， 速 効 性 の 有 機 液 肥 と し て 有 望 と 考 え られ
た．  

6） MMCS 魚液を追肥用肥料とした有機トマトの栽培実証試験では，化学液肥の
追肥とほぼ同等の生育・果実収量が得られた．  

7） MMCS 籾殻の実用化に向けては，抑草機作の解明に加えて，施用量の縮減，
大 面 積 へ の 散 布 方 法 の 確 立 お よ び 水 稲 植 害 の 軽 減 が 課 題 で あ る ． ま た ， MMCS
魚液の有機質肥料としての実用化に向けては，効率的な N 成分の濃縮方法の
確 立 ， 保 存 性 ， 害 虫 誘 因 性 の 確 認 ， 安 定 的 な 原 料 確 保 な ど の 課 題 を 解 決 する
必要がある．  

8） 以 上 の よ う に ， 様 々 な 物 理 ・ 化 学 的 特 性 を 持 つ MMCS有 機 物 を ， 農 業 資 材 と

し て 活 用 す る 場 合 の 各 種 の 課 題 を 明 ら か に し た ． 今 後 こ れ ら の 課 題 を 解 決す

る こ と に よ り ， MMCS籾 殻 は ， 有 機 栽 培 で も 使 用 で き る 水 田 抑 草 資 材 と し て ，

ま た ， MMCS魚 液 は 速 効 的 な 有 機 液 肥 と し て 極 め て 有 望 な 素 材 で あ る こ と が 認

められた．



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
4 成果の活用面と留意点  
1） MMCS有機物の特性を活かした新たな農業資材開発に活用できる．  
2） MMCSは株式会社西村組保有の基本特許に基づく処理システムである．  
3）本研究の一部（抑草効果について）は特願 2007-051894号として共同出願し
た．  
5 残された課題とその対応  
1） MMCS魚 液 を 原 料 と し た 有 機 質 肥 料 製 品 開 発  
2） MMCS 籾 殻 を 原 料 と し た 抑 草 資 材 の 開 発  

表2 MMCS魚液の成分分析 

EC
mS/cm NH4-N NO3-N

6.44 20.3 740 ＜10

無機態NppmpH

Na Cl Cd As Hg Ni Cr

0.32 0.61 <0.01 3.1 <0.01 0.18 <0.5

ppm(w/w)％（w/w）

C N P2O5 K2O CaO MgO

4.5 7.9 1.75 0.07 0.25 0.02 0.02

全含量　％（w/w）
C/N

図3　MMCS籾殻の抑草効果（2005年圃場試験）
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図1 ゲル濾過HPLCによるMMCS籾殻抽出糖類のクロマトグラム 
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図2 MMCS魚液中Nの形態別組成 
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図4 ほうれん草に対する有機質肥料のN施肥効率 
*
：（N吸収量-無N区N吸収量）/施肥N量×100 

N
施
肥
効
率
（
％
）

*  

処理区 側条 草丈 草丈 出穂期

　 cm 本/㎡ 対比% cm 本/㎡ 対比% 月/日 本/㎡ 対比% ｋｇ/10a 対比%

完全除草注1） 無 39.0 387 (100) 57.4 706 (100) 7/28 667 (100) 496 (100)

有 38.7 411 106 58.7 642 91 7/29 615 92 512 103

無施用 無 38.3 319 82 55.8 440 62 7/26 449 67 299 60

 有 39.6 471 122 58.2 631 89 7/27 472 71 415 84

1.0t 無 34.6 226 58 56.5 567 80 7/29 547 82 477 96

 有 34.6 261 67 54.6 641 91 7/30 520 78 504 102

茎数茎数 穂数

収量調査

精玄米重注2）

生育調査(6/22) 生育調査(7/19) 穂数調査(8/30)

　注1）　完全除草は除草剤を使用した。

表1　MMCS籾殻の施用と水稲の生育(2007年，有機質肥料栽培圃場試験）


